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知見が確認されている（Löllgen H;2009, Samitz G;2011, 
）。また、高齢者を対象とした調査において、少ない
身体活動量は ADL障害の予測因子であることも報告
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LF: International physical activity questionnaire-long form, 
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た（それぞれ p= 0.144, 0.499）。











































































否定的な報告がなされている（Lee PH;2011, Tomioka K; 
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